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1985年 8月 12日、524人の乗客乗員を乗せた羽田空港発伊丹空港行き日航ジャンボ機

123便は伊豆半島上空で大きな爆発音とともに激しく機体が揺れて操縦不能となり機体は

乱高下を繰り返し 18:56に群馬県上野村の御巣鷹（おすたか）尾根に墜落 520人のいのち

が失われ、航空史上最悪の単独機事故として歴史に刻まれました。 

事故から 40年となる前日 8月 11日午後 1時から羽田空港第 1ターミナル１階 8番バス

停付近で「スタンディングアピール」行動が行われました。主催したのはＪＡＬ被解雇者

労働組合（ＪＨＵ）で、ＪＡＬ争議支援全国ネットワークが後援して１５０人余が参加、

神奈川県南支部では小島委員長、須田執行委員赤羽特別執行委員が参加しました。 

行動では「日本航空 123便事故から 40年――

ＪＡＬは解雇争議を解決し絶対安全を確立せ

よ！」の横断幕や「安全なくして利益なし！」

のプラカードなどを掲げ「40年前の事故を風化

させず空の安全を守るためＪＡＬ不当解雇と闘

う労働者」の存在を空港利用者に訴えました。 

神奈川県南支部は、ＪＡＬ争議団たたかいを 

これからも積極的に支援していきます。 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

JAL１２３便事故から４０年・安心安全な日航へ 

羽田空港スタンディングアピールに１５０人 

各分会をはじめ組合員は「不当解雇とたたかう日本航空労働者を支える会」への加入をすす 

めるよう呼びかけます。上記の「会」への申し込み先は以下のとおりです。 

ＴＥＬ：03-6423-7878  ＦＡＸ：03-6423-7430  Ｅメール：info@sasaerukai.com 

 

 

https://ctg-kennan.net/
mailto:info@sasaerukai.com


 

 

 

 

 

 

 

神奈川県南支部は、大震災と豪雨災害からの復旧・復興が遅れている能登半島の現状に鑑みて建交労

中央本部が昨年 1月 11日に呼びかけたカンパ活動を今年も継続しますのでご協力をお願いします。 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。 


